

























1847年 1 月に発表されたムニ工夫人による『黒猫J の翻訳がきっかけであると
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ルシュトロームJ Wモルグ街の殺人j r催眠術の啓示J ~群衆の人J r黒猫J ~ベ
レニス J ~アーサー・ゴードン・ピムの冒険』の粗筋を紹介している。そして
彼はポーの特徴として， r激越な滑稽調，純粋な怪奇性，無限への抑え難い憧































1852年 4 月，ボードレールはこのポー論とほぼ同時に『ベレニスJ の翻訳を
発表する。この『ベレニスJ を皮切りとして，翌1853年から 1855年にかけて彼
は精力的にポーの翻訳に携わる。特に1854年 7 月から翌年 4 月にかけては「祖
国」紙に計37編の作品の翻訳を発表するなど，ポーに関しては最も充実した活
動を行う。
この精力的な連載を終了した翌月 1855年 5 月に，ボードレールは W1855年の
万国博覧会美術部門』の許を「祖国J 紙に発表する。これは， h846年のサロ
ン J 以来 9 年ぶりの美術評論であり，ボードレールの美学の変遷を見るには恰







して「素朴さ」を挙げる。これは r1846年のサロンj の美学(特に第 1 ・ 2
章)と共通のものであり ボードレールは「私は感ずることで満足した。過つ











激というよりはむしろ驚きである。J (J bid. p. 247) と述べ，好奇心をそそる作
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家の三大特徴の一つは「驚くべきもの (étonnement) J であると結論するに




であろう 7L ただし，ボードレールは， r意志的で冷やかなJ 奇異さは「生の軌
道から外れた怪物J 的美を生み出すとしてこれを斥け， r素朴な，故意のもの
ではない，無意識の奇異さ」を主張し. r環境や，風土や，人種や，宗教や，






















というものを，忘れてしまった。J (1 bid. p. 580) と嘆く。人々は，その誤りに
7) 阿部良雄氏は，ボードレールが1855年 2 月に訳を発表した f リジイァj 中の fその均衝に何ら


















f1846年のサロン』の最終章 (L'héroïsme de la vie moderne) に於いて，
生きるその時代の中から美を引き出すべきだとして， (moderne) たることの
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(Ibid. p. 312) ，巧妙に虚構の世界を描く「軽業師」的手腕， I純粋奇異」にし















悪J (J bid. p. 321) ，芸術の実用性・道徳性・教育性の否定，作品構成の完壁
さと正確さの重視 「哲学的諸方法の外にあって 事物の内面的でひそかな関























































な話，そうしないような者は，大したことはしていないのだ。J (1 bid. p. 120) 
とボードレールは続ける。短編小説という形式の新たな可能性をボードレール
に認識させたのはポーであったが，最後にボードレールがたどり着いたのは，
バルザックであった。常に閉じられて観念的な常人の住まわぬ世界を描くポー
から，ボードレールに「幻視者j と呼ばれるほどの天啓論者的側面を持ちなが
ら，己が今ここに生きる現実界を決して忘れることのなかったパルザックへと
帰って来たわけである。ボードレールは， r1846年のサロンJ で自ら宣言した
「現代の英雄性j の美学を忘れてはし、なかった。
共に， r自然主義者」であり同時に「超自然主義者」であるとされたポーと
パルザックはこのようにして快を分つ。後に『現代生活の画家』において語ら
れるように，ボードレールは，今ここという現実を描きながら永遠を志向する
美学， 1846年当時パルザックによって啓示された美学へと立ち戻るわけである。
(D. 1983 大阪大学非常勤講師)
